
既存住宅の地震・災害対策の最前線

既存住宅における
耐震性能実測とその活用方法



◆佐藤 実（さとう みのる）

株式会社M’s（エムズ）構造設計
「構造塾」の企画・運営

コンサルティング業務

（構造計算内製化・住宅システム開発・YouTube・SNSなど）

木造専門の構造計算

木構造マイスターの企画・運営

YouTube「構造塾」チャンネル、業者マップの企画・運営

「構造塾」
構造計算技術者育成コンサルティング

建築士、建築業者向け、構造研修：Web版「構造塾」チャンネル

木構造マイスター（資格制度）
木造住宅の耐震に関する専門家資格



YouTube「構造塾」チャンネル
木造住宅の耐震関連情報発信

「構造塾」家づくり応援・業者マップ
高性能住宅をつくる全国の優良業者リスト

「構造塾」公式LINE相談窓口
構造・耐震に関する相談窓口

◆佐藤 実（さとう みのる）





エンドユーザーの声

現在施工中です
完成後には実測して欲しい

微動探査による家屋の耐震性能実測は
エンドユーザーの関心度が

かなり高い！

実測できる会社を紹介して欲しい！！

リフォームでも実測できますか？

既存住宅でも測れますか？



❖ 家屋の耐震性能実測



地盤の調査
・地盤の固有周期
・揺れやすさなど

家屋の調査
・地盤の固有周期
・建物の固有周期
・建物の剛心

既存住宅の場合
①耐震診断前の耐震性能
②耐震補強後の耐震性能

新築住宅の場合
①建築中の耐震性能
＊完成後の耐震性能

微動探査で何がわかるの？



現在の耐震性能の確認

構造躯体完成
耐力壁、水平構面
接合金物取付など

建物完成

構造計算
（耐震等級３）

耐震補強完了
耐力壁、水平構面
接合金物取付など

現状 リノベ工事完了

耐震診断
補強設計

既存
住宅

新築
住宅

目視確認 耐震性能
あるはず！

劣化状況など確認

目視確認
耐震性能
あるはず！



家屋の耐震性能実測方法
（微動探査機による家屋調査）

①地盤と建物の
「固有周期」実測

②建物の「剛心」実測
（水平力に抵抗する部分の中心位置）

家屋の耐震性能実測時間
計測準備10分→①測定20分→②測定20分→撤収10分
合計60分程度



これからの耐震性能の確認

数値による
耐震性能
確認

耐震補強完了
耐力壁、水平構面
接合金物取付など

（中間時）

「実態性能」
確認

現状

「現状性能」
確認

リノベ工事完了

（竣工時）

「実態性能」
確認

耐震診断
補強設計

「設計性能」
確認

既存
住宅

構造躯体完成
耐力壁、水平構面
接合金物取付など

（中間時）

「実態性能」
確認

建物完成

（竣工時）

「実態性能」
確認

構造計算
（耐震等級３）

「設計性能」
確認

新築
住宅



家屋の耐震性能実測
（既存住宅）



数値による
耐震性能
確認

耐震補強完了
耐力壁、水平構面
接合金物取付など

（中間時）

「実態性能」
確認

現状

「現状性能」
確認

リノベ工事完了

（竣工時）

「実態性能」
確認

耐震診断
補強設計

「設計性能」
確認

既存
住宅

耐震性能の実測（既存）
既存住宅→耐震のビフォーアフターを確認

構造計算通りの
耐震性能を確認

余力を含んだ
耐震性能を確認



地盤の固有周期と共振するか分かる

①地盤と建物の
「固有周期」実測

耐震性能の実測（既存）
既存住宅→耐震のビフォーアフターを確認



地盤と耐震性能の関係

固い地盤、軟弱地盤
耐震等級は
どれが良いの？



加速度 大

振 幅 小

加速度 小

振 幅 大

震源

固い地盤
軟弱地盤

地震力が
大きい

変形量が
大きい



建物の地震力が大きくなる

強度・耐力が必要

強度型→耐震性能UP

建物の変形量が大きくなる

剛性（硬さ）が必要

剛性型→耐震性能UP



軟弱地盤のキラーパルス
それって何が危ないの？

どうして、木造住宅は
キラーパルスで壊れるの？



加速度 小

振 幅 大

震源

軟弱地盤

固有周期1～2秒

（キラーパルス）

変形量が
小さい

変形量が
大きい

耐震等級３
耐震性能

低い住宅

固有周期

0.1～0.3秒

固有周期

0.3～0.5秒



震源

変形量が
小さい

変形量が
より大きく
なる

耐震等級３
耐震性能

低い住宅

固有周期

0.1～0.3秒

固有周期

0.3～0.5秒→1秒～2秒に伸びる

軟弱地盤

固有周期1～2秒

キラーパルスで共振する



どの地盤状況でも

耐震性能UPが基本！

POINT



建物の剛心と重心より、
耐震補強部分の目安を付ける

重心

剛心

②建物の「剛心」実測
（水平力に抵抗する部分の中心位置）

弱い部分

耐震性能の実測（既存）
既存住宅→耐震のビフォーアフターを確認



こちら側の耐力壁を「弱く」することで
剛心を開放するイメージで移動させる

X方向の耐力壁配置が悪い

こちら側の耐力壁を「強く」することで
剛心を引っ張るイメージで移動させる

耐力壁を「強く」して
偏心率を良くするほうがオススメ

地震力
（X方向）

偏心
距離

重心と剛心に距離（偏心距離）が大きく
建物はねじれる

X方向の耐力壁配置が悪い

地震力
（Y方向）

重心と剛心に距離（偏心距離）が少なく
建物はねじれない

Y方向の耐力壁配置が良い

「重心」：建物の重さの中心
地震力が作用する

「剛心」：耐力壁配置により決まる強さの中心
地震力に抵抗する

「重心」と「剛心」が離れてると、建物はねじれる

壁の配置バランス



太陽光パネルは

南側の屋根に載せる

①偏荷重の設計は許容応力度計算しかできない

・太陽光パネルを載せない状態の設計

・太陽光パネルを載せた偏荷重設計

→両方行う

②偏荷重の設計ができない場合

・太陽光パネルを（屋根全体に）載せた状態で設計

→軽い屋根は重い屋根、重い屋根は係数割り増し（x1.2程度）

・偏荷重なしの偏心率で0.2以下を目指す

・偏荷重なしの四分割法で壁率比0.6以上を目指す

壁の配置バランス（太陽光パネル設置）



家屋の耐震性能実測
（既存住宅活用編）



間取りの変更

設備機器の変更

断熱改修

寒さ・暑さを解消

快適な生活

冷暖房費の節約

住みにくさを解消

快適な生活

使いにくさを解消

快適な生活

光熱費の節約

優先順位①

優先順位②

耐震性能実測の活用１

既存
住宅

耐震補強の
意識付け



耐震診断

既存
住宅

耐震性能実測の活用２

現地調査

目視確認が基本

見えないところは「推測」

「現状性能」
確認

現地調査を
補完する

より精度の高い
「耐震診断」
が可能！



現状

重い屋根
非常に重い屋根

工事完了

軽い屋根に変更

既存
住宅

耐震性能実測の活用３

現状

既存
住宅

工事完了

部分補強

仕様変更
部分補強の
性能確認が
できる！



完成後の耐震性能がわかるメリット
（新築住宅・既存住宅共通）



耐震性能がわかるメリット１

建物完成

（竣工時）

「実態性能」
確認

耐震性能の
劣化具合を確認

メンテナンス時に
耐震性能を確認

５年後メンテナンス 10年後メンテナンス

耐震性能の
劣化具合を確認

メンテナンス時に
耐震性能を確認



耐震性能がわかるメリット２

建物完成

（竣工時）

「実態性能」
確認

地震発生 ・そのまま住み続けることができるか
・避難すべきか
・耐震補強必要なのか
明確に判断、提案ができる！

地震後の
耐震性能を確認

無被害
構造躯体の損傷など
状況把握ができる



「耐震診断」とともに

家屋の耐震性能実測は

当たり前基準になる！

POINT


